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In recent years, the technical developments of greening on rooftop and wall have evolved and 
the greening has performed in Honshu, but not enough yet in Okinawa. In order to promote the 
greening in Okinawa, it is necessary to develop the techniques which are suitable for the Okinawa 
climate. Then, we did the growth test of subtropical plants which used basement of plantings in 
Okinawa. 
 
［研究目的及び経緯］ 
 近年の地球環境問題の深刻化や都市におけるヒート
アイランド現象の顕在化、都市再生の推進等に関連し
て、安全性の確保、ゆとり、憩いの観点から都市部に
おける緑化に関する関心が高まっている１）。これに伴
い、本州では屋上・壁面緑化（以下「特殊緑化」と呼
ぶ）技術の開発が進み、施工事例も数多くみられるよ
うになった。沖縄においても、コンクリート建築物の
増加や那覇市内のモノレール開通に伴い、都市環境や
住環境の改善を目的とした特殊緑化の必要性が高まっ
ている。しかし、沖縄で特殊緑化を行う場合、本州と
の気候風土の違いに対応し、沖縄地方に適する緑化手
法を開発する必要がある。具体的な開発課題として、
亜熱帯性植物から特殊緑化に適した植物を抽出し、そ
の生育特性に適した使用方法を見いだすこと、台風に
対して耐久性のある植栽基盤の開発等が挙げられる。 
本研究は、沖縄における特殊緑化の推進に寄与する
ことを目的として、沖縄の気候風土に適した特殊緑化
技術の開発を行うものである。 
 
［研究内容］ 
平成１５年度は、昨年度に実施した沖縄本島における
特殊緑化の事例調査や、亜熱帯性植物の文献調査の結
果から抽出した亜熱帯性植物を用いて、３種類の人工
植栽基盤による屋上緑化試験および壁面緑化試験を実
施した。 
１．試験区の場所 
 試験区の場所を図１に示す。屋上緑化試験区は、
沖縄記念公園海洋博覧会地区内の植物管理センター

屋上、壁面緑化試験区は同地区内のグリーンサーカ
ス壁面に設置した。 
 

 
図１．試験区の場所 

 

２．人工植栽基盤 
 屋上緑化試験区に設置した人工植栽基盤の概要を
表１に示す。人工植栽基盤のタイプは３種類であり
（試験区Ａ、試験区Ｂ、試験区Ｃとする）、各試験区
のサイズは２ｍ×４ｍである。 
人工植栽基盤の構造を写真１に示す。試験区Ａの人

工植栽基盤は、黒曜石パーライト、人工地盤緑化用培
養土の順に敷き詰め、植物植栽後にマルチング材を
敷く構造である。試験区Ｂの人工植栽基盤は、混合 



表１．屋上緑化試験区の概要 

 

 

写真１．屋上緑化試験区の構造（左上：試験区Ａ、右 
上：試験区Ｂ、左下：試験区Ｃ） 

 

土を敷き、その上に植栽穴の空いたボードを被せる
構造である。試験区Ｃの人工植栽基盤は、植栽穴の
空いた再生多孔質セラミック平板を千鳥配置し、平板
の無い箇所に再生セラミック軽量土壌を敷き詰める構
造である。 
壁面緑化試験区に設置した人工植栽基盤の概要を

表２に示す。人工植栽基盤のタイプは３種類であり
（試験区ａ、試験区ｂ、試験区ｃとする）、各試験区
のサイズは、人工植栽基盤の種類によって異なるが、
２ｍ×６ｍ程度である。 
人工植栽基盤の構造を写真２に示す。試験区ａの人

工植栽基盤は、植物を植付養生した緑化パネルをア
ルミ枠に収納し、壁面へ取り付ける構造である。試
験区ｂの人工植栽基盤は、植物を植付養生した緑化
パネルを、壁面に取り付けたフレームへ固定する構
造であり、プランター式緑化パネル１種類、植穴の
空いた緑化パネル３種類となっている。試験区ｃの人
工植栽基盤は、再生多孔質セラミック平板を土壌が
充填できる空間を作るように壁面へ固定し、その空
間に再生セラミック軽量土壌を充填する構造である。 

表２．壁面緑化試験区の概要 
項目 基盤ａ 基盤ｂ 基盤ｃ 

構造 

基盤：壁面緑化
パネル（主成分
はバーミキュ
ライト） 

基盤：壁面緑化
パネル（パネル
内部は黒土主
成分の培養土） 
 
壁面緑化パネ
ルは４タイプ 

基盤：壁面接着
型平板（再生多
孔質セラミッ
ク平板） 
 
土壌：再生セラ
ミック軽量土
壌 

単位荷重
（湿潤時） 

70kg/m2 50kg/m2 64kg/m2 

基盤厚さ 5cm 7～10cm 4cm 

植
栽
基
盤 

灌水装置 

自動灌水装置
（8/22まで週 3

回朝 10分、1/13

まで毎日 10分、 
1/13以降毎日
朝、夕方の 5分） 

自動灌水装置 
（毎日朝、夕方
の 20分） 

自動灌水装置 
（毎日夕方、夜
の 20分） 

 

 
写真２．壁面緑化試験区の構造（左上：試験区ａ、右 

上：試験区ｂ、左下：試験区ｃ） 
 
３．供試植物 
３－１．屋上緑化試験区 
 屋上緑化試験区における供試植物を表３、植栽後
の屋上緑化試験区を写真３に示す。植栽数量は、試
験区Ａが各１６株、試験区Ｂが各６０株、試験区Ｃが各３

０株である。コウライシバとセントオーガスチング
ラスは植栽する区画の大きさに合わせて貼り付けた。 
 

表３．屋上緑化試験区の供試植物 
和名 形態 植栽試験区 

コウライシバ 草本、地被 Ａ、Ｂ、Ｃ 

セントオーガスチングラス 草本、地被 〃 

アメリカハマグルマ 草本、地被 〃 

オキナワギク 草本 〃 

コゴメマンネングサ 草本 〃 

キンチョウ 草本 〃 

コバノランタナ 低木 〃 

ハナスベリヒユ 草本 Ａのみ 

メキシコマンネングサ 草本 Ｂのみ 

リュウノヒゲ 草本、地被 Ｃのみ 

項目 試験区Ａ 試験区Ｂ 試験区Ｃ 

構造 

土壌：人工地盤
緑化用培養土 
 
排水層：黒曜石
パーライト 
 
マルチング材： 
針葉樹樹皮 

基盤：ボード型
（発泡スチレン
と軽石の複合構
造） 
 
土壌：混合土（鹿
沼土、赤玉、バ
ーク、軽石） 

基盤：再生多孔
質セラミック
平板 
 
土壌：再生セラ
ミック軽量土
壌 

単位荷重
（湿潤時） 

160kg/m2 60kg/m2 88kg/m2 

基盤厚さ 
25cm（土壌
20cm、排水層
5cm） 

9.5cm （ボード
3.5cm 、 土 壌
6cm） 

8cm 

植
栽
基
盤 

灌水装置 無し 
自動灌水装置 
（毎日朝、夕方
の 20分） 

自動灌水装置
（毎日夜 20分） 



 
写真３．屋上緑化試験区（左上：試験区全体、右上：

試験区Ａ、左下：試験区Ｂ、右下：試験区Ｃ） 
 

３－２．壁面緑化試験区 
壁面緑化試験区における供試植物を表４、植栽後

の壁面緑化試験区を写真４に示す。植栽数量は、試
験区ａが各８０株（セダム類のオカタイトゴメは多数
植栽）、試験区ｂが各１２０株、試験区ｃが各２４株であ
る。 
 

表４．壁面緑化試験区の供試植物 
和名 形態 植栽試験区 

イワダレソウ 草本、地被 ａ、ｂ、ｃ 

オオイタビ つる 〃 

ヒハツモドキ つる 〃 

オウゴンカズラ つる 〃 

オカタイトゴメ 草本 ａのみ 

コーラルカーペット 草本 ｂのみ 

アマミヅタ つる ｃのみ 

 

 
写真４．壁面緑化試験区（左上：試験区ａ、右上：試 

験区ｃ、左下および右下：試験区ｂ） 
 
４．測定期間および測定項目 
測定期間は平成１５年５月～平成１６年２月である。

測定項目は各基盤における供試植物の生育状況を把
握するため、枯死株、草丈、植被率を１回/月計測し
た。枯死株と草丈は各供試植物の中から調査対象株
を１０株ずつ選定して計測を行い、植被率は各供試植
物の植栽区画毎に計測した。また、調査対象株が枯
死した場合は他の株へ計測を変更した。 
なお、沖縄本島へ接近した台風による試験区への

影響を確認したが、すべての試験区において影響は
なかった。 
 
［試験結果］ 
１．屋上緑化試験 
１－１．試験区Ａ 
試験区Ａの草丈と植被率の結果を図２、生育状況を

写真５に示す。 
①枯死株 
調査対象株の枯死は発生しなかった。 

②草丈 
植栽当初から草丈が増加した植物は、キンチョウ、

コバノランタナ、アメリカハマグルマであった。オ
キナワギクの草丈は、１１月に１７３.１ｍｍまで増加し、
ハナスベリヒユの草丈は８月に１２６.７ｍｍまで増加
したが、その後両種とも低下した。その他の植物の
草丈は、試験期間を通してほとんど増加しなかった。 
③植被率 
 セントオーガスチングラスの植被率は７月に９８％

まで上昇したが、８月に低下し、１０月には９８.７％ま
で回復した。コウライシバ、アメリカハマグルマ、
コバノランタナの植被率は、夏以降９０％と高い値を
示した。ハナスベリヒユは９月から１１月にかけて９

０％以上の高い値を示したがその後低下した。１０月
以降、オキナワギクとコゴメマンネングサの植被率
は上昇した。 
④まとめと考察 
植物の生育状況は、季節によって変動があるもの

の、全ての植物で良好な生育を示しており、本基盤
における植物材料として適していると考えられる。 
 今後は植物の生育に伴い、植物の過密化、土壌の
肥効の減少が生じ、生育不良が発生することが予想
されるため、生育状況に応じた剪定、施肥などの管
理時期や手法の検討が必要である。 
 

 
図２．試験区Ａの草丈(左図)と植被率(右図)の結果 

    （右図の凡例は左図と同じ） 
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写真５．試験区Ａの生育状況（左上：５月、右上：９ 

月、左下：２月、右下：植栽配置図） 
 

１－２．試験区Ｂ 
 試験区Ｂの草丈と植被率の結果を図３、生育状況を
写真６に示す。 
①枯死株 
調査対象株の枯死は発生しなかった。 

②草丈 
 ６月に刈り込みを行ったコウライシバ、セントオ
ーガスチングラスの草丈はほぼ一定であった。その
他の植物の草丈も、試験期間を通して増加しなかった。 
③植被率 
 セントオーガスチングラス、コウライシバの植被
率は植栽直後から上昇し、６月には１００％近くに達し
た。その他の植物の植被率は、試験期間を通して上
昇しなかった。 
④考察とまとめ 
セントオーガスチングラス、コウライシバの草丈は

６月の刈り込み以降一定であった。しかし、植被率が１

００％に近い値を示したため、本基盤に適した植物材料
であると考えられる。その他の植物の植被率は上昇し
なかった。これは、人工植栽基盤がボードの植穴に植
物を植栽する構造となっているため、植穴から外への
生育が困難であったことが原因と考えられる。今後は、
ボード上への土壌の充填、施肥などを実施して、植穴
から外側への生長を追跡調査する必要がある。 
 

 
図３．試験区Ｂの草丈（左図）と植被率（右図）の結果 
（右図の凡例は左図と同じ） 

 
写真６．試験区Ｂの生育状況（左上：５月、右上：９ 

月、左下：２月、右下：植栽配置図） 

 

１－３．試験区Ｃ 
試験区Ｃの草丈と植被率の結果を図４、生育状況を

写真７に示す。 
①枯死株 
調査対象株の枯死は発生しなかった。 

②草丈 
６月に刈り込みを行ったコウライシバ、セントオ

ーガスチングラスの草丈は、刈り込み以降ほぼ一定
の草丈となった。その他の植物の草丈は試験期間を通
して増加しなかった。 
③植被率 
 セントオーガスチングラス、コウライシバの植被
率は２月の時点でそれぞれ１００％、６６.９％となった。
リュウノヒゲの植被率は９月以降上昇した。アメリカ
ハマグルマの植被率は植栽当初から増加したが、２

月に９.６％までに低下した。キンチョウの植被率は８月
以降上昇した。その他の植物の植被率は、試験期間
を通してほとんど上昇しなかった。 
④考察とまとめ 
セントオーガスチングラス、コウライシバ、リュウ

ノヒゲ、キンチョウの植被率は植栽当初から増加して
おり、本基盤における植物材料として適していると考
えられる。今後は、生育の状況が良くなかった植物に
ついて、植え付け間隔を狭めることや、基盤上への土
壌の充填や施肥を実施する必要がある。 
 

 
図４．試験区Ｃの草丈（左図）と植被率（右図）の結果 
（右図の凡例は左図と同じ） 
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写真７．試験区Ｃの生育状況（左上：５月、右上：９ 

月、左下：２月、右下：植栽配置図） 
 

２．壁面緑化試験 
２－１．試験区ａ 
 試験区ａの草丈と植被率の結果を図５、生育状況を
写真８に示す。 
①枯死株 
 調査対象株の枯死株数は、オウゴンカズラ１０株、
イワダレソウ１２株、ヒハツモドキ１２株、オオイタビ１

０株であり、ほとんどの調査対象株が枯死した。イワ
ダレソウとヒハツモドキの枯死株数が調査対象株数の
１０株を上回っているのは、調査対象株の枯死による調
査対象株の変更後にその株も枯死したためである。 
②草丈 
 オウゴンカズラの草丈は植栽当初から増加し、１１

月には３４２.７ｍｍとなったが、その後減少した。イワ
ダレソウの草丈は５月から７月と、９月から１２月にか
けて増加した。その他の植物の草丈は、試験期間を通
して増加しなかった。 
③植被率 
 すべての植物の植被率は試験期間を通して上昇し
なかった。 
④考察とまとめ 
全体的に生育状況は良くなかった。これは、灌水し
た水が基盤下部へ集中したことによる基盤上部の乾燥
化が原因であると考えられる。今後は、植栽初期の活
着促進、灌水条件の変更、基盤サイズの変更や灌水方
法の検討が必要である。 
 

 
図５．試験区ａの草丈（左図）と植被率（右図）の結果 

 
写真８．試験区ａの生育状況（左上：５月、右上：９ 

月、左下：２月、右下：植栽配置図、オオ
イタビとヒハツモドキを植栽した緑化パネ
ルは６月に取り付けた） 

 

２－２．試験区ｂ 
試験区ｂの草丈と植被率の結果を図６、生育状況

を写真９、写真１０に示す。 
①枯死株 
調査対象株の枯死株数は、コーラルカーペット１株、
オオイタビ１株であった。コーラルカーペットの枯死
は雨水による流出、オオイタビは乾燥が原因であった。 
②草丈 
オウゴンカズラの草丈は植栽当初から増加した。

オウゴンカズラの草丈は、９月から１０月にかけて実
施した剪定により低下した。その他の植物の草丈は、
試験期間を通してほとんど増加しなかった。 
③植被率 
 イワダレソウの植被率は植栽当初は１００％であっ
たが、１０月に灌水装置の一部が停止したことが原因
で４８.８％まで低下したが、１２月に８７.５％まで回復し
た。しかし、２月には再び低下した。コーラルカー
ペットの植被率は９月以降緩やかに上昇した。ヒハ
ツモドキの植被率は植栽当初から上昇し、１月に５２.

２％となった。オオイタビの植被率は上昇しなかっ
た。 
④考察とまとめ 
オウゴンカズラ以外の草丈はほとんど増加しなかっ

たが、イワダレソウ、ヒハツモドキ、オオイタビ、オ
ウゴンカズラの植被率は、２月時点で５０％程度となっ
ており、比較的安定した生育状況であった。しかし、
冬場に低下する傾向がみられたため、今後は、気温の
上昇する４月以降の生育状況を追跡調査することで本
基盤への適正が検証できるものと考えられる。コーラ
ルカーペットの草丈は増加せず、植被率の上昇も僅
かであった。これは緑化パネルの形態が生育に適さ
ないものと考えられ、基盤形態の変更が必要である。 
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図６．試験区ｂの草丈（左図）と植被率（右図）の結果 

 

 
写真９．試験区ｂの生育状況①（左上：6月、右上：

９月、左下：２月、右下：植栽配置図） 

 

 
写真１０．試験区ｂの生育状況②（左上：6月、右上： 

    ９月、左下：２月、右下：植栽配置図） 
 
２－２．試験区ｃ 
試験区ｃの草丈と植被率の結果を図７、生育状況

を写真１１に示す。 
①枯死株 
調査対象株の枯死株数は、ヒハツモドキ９株、イワ
ダレソウ１株であった。ヒハツモドキの６月時点の枯死
は、植栽初期の活着不良が原因であり、その後の枯死
は基盤の乾燥が原因であった。 
②草丈 
オウゴンカズラ、オオイタビの草丈は７月以降か

ら増加した。その他の植物の草丈は、試験期間を通し
てほとんど増加しなかった。 
③植被率 
 すべての植物の植被率は、試験期間を通してほと
んど上昇しなかった。 
④考察とまとめ 
 草丈の増加や植被率の上昇は少なく、生育状況は良
くなかった。これは、植栽密度が低いことや、土壌
の肥料成分が少ないことが原因と考えられる。今後
は、より肥効のある基盤土壌への改良、施肥の実施な
どが必要である。 
 

 
図７．試験区ｂの草丈（左図）と植被率（右図）の結果 

（右図の凡例は左図と同じ） 
 

 
写真１１．試験区ｃの生育状況（左上：５月、右上：９ 

月、左下：２月、右下：植栽配置図） 
 
［おわりに］ 
 今回の試験は、植栽基盤の構造や管理条件が違うた
め、異なった生育結果となった。今後も継続して生育
状況の調査を行うことで、各植栽基盤の特性と、植栽
に適した植物種並びに適正な管理手法が確立できるも
のと考えられる。 
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